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Topics：P4 除排雪作業にご協力をお願いします、P6 除雪が困難な世帯への支援制度、
P8 令和 3 年度鹿角市職員の給与と定員管理、P10 みんなに知ってほしい認知症施策

　新型コロナウイルス感染症の影響により、本市掲載の事業やイベントなどが中止または延期となる場合があります。
　本紙掲載の市が主催する事業に参加する際には、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いしま
す。また、体温が 37.5 度以上の方や体調不良の方は参加できません。ご自宅で体調を確認してからご来場ください。

末
広
ネ
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収
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事
組
合
法
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末
広
フ
ァ
ー
ム

11
月
13
日
・
14
日
に
末
広
フ
ァ
ー
ム
で

ネ
ギ
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

まちの
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11
月
７
日
に
、
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、
岩
手
医
科
大
学
鹿
角
地
域
医

療
多
職
種
連
携
推
進
学
講
座
と
し

て
「
医
療
の
魅
力　

医
療
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
学
ぼ
う
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
医
師
や
薬
剤
師
、
保

健
師
な
ど
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、

将
来
、
医
療
職
を
目
指
す
中
高
生

約
30
人
に
対
し
、
体
験
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
後
に
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

の
ほ
か
、
診
療
放
射
線
技
師
や
介

護
福
祉
士
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
に
分
か
れ
て
、
生
徒
と
意
見
交

換
や
質
疑
応
答
を
行
う
機
会
を

持
っ
た
こ
と
で
、
医
療
職
の
魅
力

と
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま

り
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
に
、
文
化
の
杜
交
流

館
コ
モ
ッ
セ
で
、
男
女
共
同
参
画

基
礎
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
昨
年
度
に
鹿
角
市

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
優

良
企
業
表
彰
を
受
け
た
株
式
会
社

浅
利
佐
助
商
店
の
浅
利
晋
一
郎
氏

を
講
師
に
招
き
、
風
通
し
の
良
い

職
場
づ
く
り
の
コ
ツ
や
、
効
果
的

な
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
講
座
の
前
に
は
、
鹿
角

市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

優
良
企
業
表
彰
が
行
わ
れ
、
毎
月

社
内
報
を
従
業
員
の
自
宅
に
発
送

し
、
社
内
の
状
況
を
家
族
に
伝
え

る
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
株
式

会
社
青
山
精
工
と
、
従
業
員
の
託

児
利
用
を
助
成
す
る
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
医
療
法
人
寿じ
ゅ
こ
う
か
い

光
会
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
、
市
役
所
駐
車
場

の
除
雪
セ
ン
タ
ー
前
で
、
警
防
技

術
練
成
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

消
防
訓
練
大
会
が
2
年
続
け

て
中
止
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

審
査
や
指
導
を
す
る
署
員
の
技
術

の
低
下
防
止
や
若
手
署
員
の
訓

練
礼
式
の
再
確
認
、
消
防
操
法
の

習
得
を
目
的
に
行
わ
れ
、
若
手
署

員
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
ポ
ン
プ

車
操
法
の
2
種
類
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
員
役
に
中
堅
署
員
が
配
置
さ

れ
、
放
水
ホ
ー
ス
の
連
結
方
法
や
、

消
火
活
動
の
ス
ピ
ー
ド
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
署

警
防
班
の
栁
沢
司
令
補
は
「
声
掛

け
や
動
作
の
流
れ
な
ど
を
確
認
し
、

今
後
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
や

現
場
で
の
活
動
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
、
八
幡
平
松
館
地

区
で
、
八
幡
平
小
学
校
の
児
童
に

よ
る
松
館
し
ぼ
り
大
根
の
収
穫
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
館
し
ぼ
り
大
根
は
、
八
幡
平

松
館
地
区
で
１
０
０
年
以
上
前
か

ら
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年

に
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
の
登
録

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

児
童
ら
は
、
７
月
に
自
分
た
ち

で
種
を
植
え
た
し
ぼ
り
大
根
を

土
か
ら
抜
き
あ
げ
「
大
き
い
」
と

喜
ん
だ
り
、
葉
の
部
分
を
か
じ
っ

て
辛
さ
を
確
か
め
た
り
す
る
な
ど
、

し
ぼ
り
大
根
の
収
穫
に
夢
中
で
し

た
。

　
松
館
し
ぼ
り
大
根
を
栽
培
し
て

い
る
戸
舘
忠
さ
ん
は
「
今
年
は
例

年
よ
り
少
し
小
ぶ
り
だ
が
、
辛
さ

は
抜
群
で
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

11
月
３
日
に
、
道
の
駅
か
づ
の

あ
ん
と
ら
あ
で
、
き
り
た
ん
ぽ
発

祥
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
５
団
体
が
き
り
た
ん
ぽ
鍋

を
出
品
し
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
味
の
違
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
お
昼
時
に
は
、
各
ブ
ー
ス

で
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
花
輪
ば
や
し
の
演
奏

も
行
わ
れ
、
き
り
た
ん
ぽ
鍋
を
味

わ
い
な
が
ら
演
奏
を
聴
い
て
い
た

来
場
者
は
「
店
に
よ
っ
て
味
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
ど
れ
も
お
い
し
い
。

2
年
ぶ
り
に
聞
い
た
花
輪
ば
や
し

は
、
や
っ
ぱ
り
い
い
な
あ
」
と
話

し
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
の
観
光
イ

ベ
ン
ト
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

警
防
技
術
練
成
会

松
館
し
ぼ
り
大
根
収
穫

き
り
た
ん
ぽ
発
祥
ま
つ
り

医
療
職
を
志
す
中
高
生

の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

鹿
角
市
男
女
共
同
参
画

基
礎
講
座

　
11
月
13
日
に
、
交
流
プ
ラ
ザ
で
、

鹿
角
市
芸
術
文
化
章
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
芸
術
文
化
章
は
、
鹿
角
民
謡
保

存
会
の
運
営
に
尽
力
し
、
三
味
線

の
指
導
者
と
し
て
後
継
者
育
成
に

力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
た
長
谷
川
均

氏
と
、
新
舞
踊
舞
華
や
さ
く
ら
こ

ど
も
教
室
を
主
宰
し
、
伝
統
文
化

の
継
承
や
後
継
者
育
成
に
尽
力
さ

れ
た
工
藤
ト
モ
子
氏
の
２
人
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
に
、
農
事
組
合
法
人

末
広
フ
ァ
ー
ム
で
、
ネ
ギ
収
穫
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
大
欠
の
ネ
ギ
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
、
十
和
田

末
広
地
区
の
ネ
ギ
の
収
穫
が
最

盛
期
を
迎
え
た
こ
と
を
受
け
、
栽

培
し
て
い
る
農
事
組
合
法
人
末
広

フ
ァ
ー
ム
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

訪
れ
た
方
々
は
30
キ
ロ
グ
ラ
ム

用
の
大
き
な
米
袋
を
片
手
に
、
ネ

ギ
の
詰
め
放
題
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
現
在
旬
を
迎
え
た
品
種
は
、
12

月
15
日
ま
で
収
穫
が
続
く
見
通
し

で
す
。

　

11
月
13
日
、
14
日
の
2
日

間
、
道
の
駅
か
づ
の
あ
ん
と
ら
あ

で
、
鹿
魂
祭
２
０
２
１
が
開
催
さ

れ
、多
く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
伝
統
・
遺

産
な
ど
の
継
承
さ
れ
る
文
化
や
、

歴
史
的
価
値
の
あ
る
資
産
を
観
光

資
源
と
し
て
活
用
す
る
ヘ
リ
テ
ー

ジ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
、
市
内
で
伝
承
さ
れ
る
民

俗
芸
能
６
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
観
光
客
は
、
き
り
た
ん

ぽ
な
ど
の
ブ
ー
ス
で
鹿
角
の
味
を

楽
し
み
な
が
ら
、
次
々
と
行
わ
れ

る
民
俗
芸
能
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

11
月
13
日
に
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

か
づ
の
で
、
青
少
年
を
育
て
る
市

民
の
つ
ど
い
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
考

え
る
会
が
合
同
開
催
さ
れ
、
関
係

者
ら
お
よ
そ
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

少
年
の
主
張
で
は
、
中
学
生
3

人
が
発
表
し
、
来
場
者
の
心
を
打

ち
ま
し
た
。

　
後
半
は
、「
子
ど
も
や
親
と
向
き

合
い
、
上
手
に
話
を
聞
く
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
よ
う
・
改
」
と
題
し

た
講
演
が
行
わ
れ
、
講
師
の
臨
床

心
理
士
の
秋
山
邦
久
氏
は
、
現
代

の
子
ど
も
と
大
人
の
違
い
を
説
明

し
た
上
で
、
子
ど
も
と
上
手
に
か

か
わ
る
コ
ツ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

鹿
角
市
芸
術
文
化
章
表
彰
式

ネ
ギ
収
穫
祭

鹿ろ
っ
こ
ん
さ
い

魂
祭
２
０
２
１

青
少
年
を
育
て
る
市
民

の
つ
ど
い
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
を
考
え
る
会

まちの話題



除
雪
車
に
よ
る
作
業

除
雪
車
に
よ
る
作
業

　
道
路
の
積
雪
が
10
ｃｍ
以

上
（
３
月
は
15
ｃｍ
以
上
）

あ
っ
た
場
合
に
除
雪
車
に

よ
る
作
業
を
実
施
し
ま

す
。
通
勤
・
通
学
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
午
前
７
時

を
目
途
に
作
業
を
終
了
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
の
時
間
帯
に
も
積

雪
の
状
況
に
よ
り
出
動
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　
　

　
除
雪
車
に
よ
る
道
路
除

雪
で
寄
せ
ら
れ
た
雪
が
間

口
に
入
り
込
み
、
玄
関
先

や
車
庫
前
を
塞
い
で
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
各
家
庭
で
片
づ
け
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
世
帯
な

ど
除
雪
が
困
難
な
方
々
に

つ
い
て
は
、
地
域
で
声
を

か
け
合
い
、
対
応
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
除
雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
毎
年
発
生
し
て

い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
ト
ラ
ブ

ル
に
発
展
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

①
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
車
道

に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

②
道
路
に
面
す
る
軒
先
の
雪
は
、

雪
止
め
を
設
置
し
た
り
、
こ
ま

め
に
雪
下
ろ
し
を
し
て
く
だ
さ

い
。

③
路
上
駐
車
は
除
雪
車
の
妨
げ
に

な
る
の
で
、や
め
て
く
だ
さ
い
。

④
側
溝
や
用
水
路
に
雪
を
捨
て
な

い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、
問

い
合
わ
せ
は
自
治
会
単
位
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

除
雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

防
止
す
る
た
め
に

防
止
す
る
た
め
に

◆八幡平地区
　米代川の川部橋付近
◆花輪・尾去沢地区
　米代川の久保田橋下流付近
◆大湯地区
　大湯川の大和橋付近
◆毛馬内・錦木地区
　小坂川の御山橋付近
　大湯川の浜田橋付近
雪置き場提供のお願い
　除雪が続くと、雪を置く場所が
無くなり、十分な除雪ができなく
なります。空き地などがありまし
たら、雪置き場として提供をお願
いします。

各地区の雪捨て場

問　除雪する道路の順番はどうやっ
て決めているのですか？

答　バス路線、幹線道路、住宅地の
順番で行い、朝7時までの除雪完了
を目指しています。

問　除雪をしている道路としていな
い道路があるのはなぜですか？

答　除雪する道路は、冬期間の生活
の確保に最低限必要な道路を選んで
除雪しています。
　農道などの冬期間に通行のない道
路や、生活に支障がない道路は除雪
を行っていませんので、ご理解くだ
さい。

よくある問い合わせ

今年度から次の場所の除雪は実施しません今年度から次の場所の除雪は実施しません

①花輪サービスエリア（上り）付近

②花輪サービスエリア（下り）付近

③旧花輪北小学校付近から
　小深田方面に向かう路線

④十和田大湯字大足
　（関上自治会付近）

⑤寺坂（鹿角沢）から物見坂橋を通る沢尻（下野）付近まで

××××

東北自動車道

東北自動車道

花輪 SA

花輪 SA

夢工房 21

旧花輪北小学校

マルホン
カウボーイ

鹿角微笑苑
至毛馬内

至毛馬内

至花輪
至沢尻

至寺坂

至花輪火附森
××

××

国
道
２
８
２
号

国
道
２
８
２
号

××

××

東北自動車道

不動川

中村商店

至大湯

国道
103 号

××

××

××

物見坂橋物見坂橋

錦
木
バ
イ
パ
ス

×× ××

　
市
で
は
、
通
勤
・
通
学
な
ど
の
道

路
交
通
の
安
全
確
保
の
た
め
、
除
雪

計
画
を
定
め
て
市
道
な
ど
の
除
排
雪

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
の
通
行
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、
除
雪
路
線
の
見
直
し
（
通

行
皆
無
路
線
の
除
雪
中
止
な
ど
）
を

行
っ
て
お
り
、
生
活
に
直
結
す
る
路

線
を
最
優
先
に
除
雪
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
除
排
雪
作
業
を
よ
り
効
率
よ

く
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

国
道
と
県
道
に
つ
い
て

鹿
角
地
域
振
興
局 
建
設
部

☎
23
‐
２
３
１
６

問 

市
道
に
つ
い
て

都
市
整
備
課 

道
路
河
川
班

☎
30
‐
０
２
６
３

～今年も冬がやってきました～～今年も冬がやってきました～

除排雪作業にご協力ください除排雪作業にご協力ください

地域の除雪業者を
募集しています
▶参入条件　故障時の代替え機がある
ことおよび予備の運転手がいること

※除雪を実施しない区間の前後に看板を設置します。
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市
で
は
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の

間
口
除
雪
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
近
所
や
家
族
、
親
族
か
ら
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ず
お
困
り
の
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
世
帯
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
、
除
雪
が
で
き
な
い
世

帯▼
間
口
除
雪
の
範
囲　
玄
関
か
ら
主

要
道
路
ま
で
、
歩
い
て
通
れ
る
分
の

幅
（
車
が
出
入
り
で
き
る
幅
、
屋
根

か
ら
の
落
雪
や
通
路
以
外
の
除
雪
な

ど
は
対
象
外
）

▼
実
施
基
準　
そ
の
日
の
朝
ま
で
に

雪
が
10
㎝
以
上
（
3
月
は
15
㎝
以

上
）
降
り
積
も
っ
た
場
合

▼
自
己
負
担
額　
１
回 

３
７
０
円

　
市
で
は
、
自
力
で
の
雪
下
ろ
し
が

困
難
な
高
齢
者
の
冬
期
間
の
安
全
確

保
と
不
安
解
消
を
図
る
た
め
、
雪
下

ろ
し
・
除
排
雪
に
か
か
る
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯　
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
自
力
で
の
除
雪
が
困

難
と
認
め
ら
れ
、
家
族
・
親
族
な
ど

に
よ
る
支
援
が
な
く
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
世
帯

①
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体

障
が
い
者
の
み
の
世
帯

❶ 

作
業
の
依
頼

　
必
要
に
応
じ
て
業
者
な
ど
に
直
接
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
対
象
は
、
12
月
1
日
水
～
令
和

4
年
3
月
20
日
日
の
期
間
に
作
業
し
た

分
で
す
。

　
業
者
以
外
へ
作
業
を
依
頼
し
た
場
合

で
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

❷ 

作
業
に
あ
た
っ
て

　
作
業
の
際
は
、
作
業
前
と
作
業
後
の

写
真
を
必
ず
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

自
身
で
撮
影
が
で
き
な
い
場
合
は
、
作

業
を
実
施
す
る
業
者
な
ど
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

❸ 

作
業
終
了
後

　
業
者
な
ど
に
費
用
を
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
際
、
次
の
内
容
が
記
載
さ

れ
た
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
宛
名
●
作
業
実
施
日
●
作
業
場
所

（
○
○
様
宅
な
ど
）
●
作
業
内
容
（
除

排
雪
・
雪
下
ろ
し
な
ど
）
●
領
収
書
発

行
日
●
業
者
名
お
よ
び
業
者
印

❹ 

市
に
申
請
書
類
を
提
出

　
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書

に
押
印
の
上
、
次
の
書
類
を
添
え
て
、

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
領
収
書
の
写
し
●
作
業
前
と
作
業
後

の
写
真

❺ 

審
査
、
補
助
金
の
振
込

　
市
の
審
査
後
、
助
成
対
象
と
な
る
方

に
、
交
付
決
定
を
通
知
し
、
後
日
、
指

定
の
口
座
に
補
助
金
を
振
り
込
み
ま

す
。

▼
助
成
対
象
と
な
る
作
業　
対
象
世

帯
が
現
に
居
住
す
る
家
屋
（
一
戸
建

の
持
ち
家
に
限
る
）
で
、
令
和
4
年

3
月
20
日
日
ま
で
に
、
次
の
作
業
を

業
者
な
ど
に
依
頼
し
作
業
し
た
場
合

①
敷
地
内
の
除
排
雪
作
業

②
家
屋
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業

※
借
家
・
ア
パ
ー
ト
、
小
屋
、
誰
も

住
ん
で
い
な
い
居
宅
（
冬
期
間
不
在

含
む
）、空
き
家
は
対
象
外
で
す
。

※
日
常
的
な
除
雪
は
対
象
外
で
す
。

▼
助
成
額　
１
回
の
除
排
雪
作
業
に

要
し
た
費
用
の
２
分
の
１ 

①
市
県
民
税
非
課
税
世
帯

　
１
回
あ
た
り
２
万
円
を
上
限
に
２

回
ま
で 

②
市
県
民
税
課
税
世
帯

　
１
回
あ
た
り
１
万
円
を
上
限
に
２

回
ま
で

▼
申
請
期
限　
令
和
4
年
３
月
23
日
水

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

※
除
雪
機
を
使
用
し
た
場
合
、
別
途

料
金
が
発
生
し
ま
す
。

※
１
カ
月
分
を
ま
と
め
て
、
作
業
実

施
者
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
自
治
会
）
に
支
払
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
例
：
10
回
作
業
し
た
場

合
、
３
７
０
０
円
）

※
作
業
回
数
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
除
雪
作
業
場
所
の
状
況
に
よ
り
、

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
外
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
そ
の
他
の

業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
別
途

料
金
が
か
か
り
ま
す
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
用
紙
は
あ
ん
し
ん
長
寿
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

　
地
域
の
高
齢
者
世
帯
の
間
口
除
雪

を
実
施
す
る
自
治
会
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
住
民
同
士
の
支
え
合
い
で
、
冬
期

間
も
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　
地
域
に
居
住
す
る
高
齢
者

世
帯
な
ど
の
間
口
除
雪
を
行
う
自
治

会
な
ど

▼
契
約
形
態　
市
と
の
委
託
契
約

▼
各
世
帯
か
ら
徴
収
で
き
る
金
額　

　
１
回 

３
7
０
円

▼
市
か
ら
受
け
取
る
委
託
料

　
１
回 

８
６
４
円

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

除
雪
が
困
難
な
世
帯
へ
の

除
雪
が
困
難
な
世
帯
へ
の
支
援
制
度

支
援
制
度

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
間
口
除
雪
の
支
援

高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
間
口
除
雪
の
支
援

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
雪
下
ろ
し
・
除
排
雪
に
か
か
る
費
用
の
助
成

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
雪
下
ろ
し
・
除
排
雪
に
か
か
る
費
用
の
助
成

利
用
方
法

　雪下ろし業者をお探しの方は、下記までお
問い合わせください。
問 鹿角建設技能組合 ☎ 23-6171
問 鹿角十和田建設技能組合 ☎ 35-4804
問 鹿角建設業協会 ☎ 23-7511

～依頼にあたっての注意点～
※費用は屋根の形状や面積、作業時間、排雪
方法などによって異なります。作業前に業者
とよく話し合ってから依頼するようお願いし
ます。
※まとまった降雪があった場合は、業者への
依頼が集中し、すぐに作業できない場合があ
ります。

雪下ろし業者をお探しの方へ

作業前

作業後

除雪ボランティア大募集中
　鹿角市社会福祉協議会では身近に除雪の協力を得られない一人暮らしの高齢者や、障がい者を対象に市民ボラ
ンティアによる除雪支援活動を展開しています。
　除雪ボランティアの活動内容は主に溜まった雪の除排雪作業で、おおむね１～２回の活動です。協力していた
だける場合は個人負担なしでボランティア保険の加入手続きを行いますので、お問い合わせください。
問 鹿角市社会福祉協議会 ☎ 23-2165

高
齢
者
な
ど
の
間
口
除
雪
を
実
施
す
る

高
齢
者
な
ど
の
間
口
除
雪
を
実
施
す
る

自
治
会
な
ど
を
募
集

自
治
会
な
ど
を
募
集
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区分 初任給 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 181,928 円（182,200 円） 254,193 円（293,862 円） 301,974 円（337,396 円） 352,633 円（371,772 円）

高校卒 149,610 円（150,600 円） 223,624 円（242,879 円） 257,912 円（283,685 円） 297,697 円（324,699 円）

市
職
員
の
勤
務
条
件
や
給
与
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
職
員
の
給
与
は
、

国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、

市
議
会
の
審
議
を
経
て
市
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
令
和
2
年
度
の
※
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
は 

97
・
3
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区分 支給額
職員全体に占める手当支給職員の割合 14.7％
支給職員1人当たり平均支給年額 8,662 円

感染症防疫作業に従事 1日につき 300円
うち新型コロナウイルス感染症に係る業務 1日につき 3 千円
うち新型コロナウイルス感染症の患者に接触する業務 1日につき 4 千円

社会福祉業務に従事 1日につき 300円
保健師活動に従事 1日につき 300円
徴収業務に従事 1日につき 300円
塩素滅菌装置の取扱に従事 1日につき 300円

特殊勤務手当の支給額

6初任給、経験年数別・学歴別平均給料月額（令和 3 年4月1日現在）

3職員給与費の状況（令和 3 年度一般会計当初予算）

扶養・通勤・住居手当の支給額
区分 内容 支給月額

扶養手当

配偶者　　　　　　　 6,500 円
子 10,000 円
父母など 6,500 円
16歳から22歳（1人につき） 5,000円加算

通勤手当
交通機関利用者支給限度額 55,000円
自動車等使用者支給限度額 31,600円

住居手当 借家・借間支給限度額　　　 27,000円

区分 支給総額 職員1人当たり支給年額
令和 2 年度 5,556 万 4 千円 24 万 6 千円
令和元年度 4,778 万円 21万 2 千円

時間外勤務手当の支給額

区分
退職事由

自己都合 応募・定年

勤続年数

20年 19.6695 月分 24.586875 月分
25年 28.0395 月分 33.27075 月分
30年 34.7355 月分 40.80375 月分
35年 39.7575 月分 47.709 月分

最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
1人当たり平均支給額※ 1,289 万 6 千円

退職手当の支給割合

※ 令和 2 年度に退職し手当を受けた職員の平均支給額です。

※1　 期末手当とは、民間企業における賞与に該当するものです。
※ 2　�勤勉手当とは、一定期間内の勤務成績と勤務時間に応じて
　　  支給されるものです。

区分 期末手当 勤勉手当 計 総支給割合
 6月期 1.225 月分 0.925 月分 2.15 月分

4.3 月分
12月期 1.225 月分 0.925 月分 2.15 月分

期末（※1）・勤勉手当（※2）の支給割合

※（　）は国の数値です。

4一般行政職の級別職員数の状況
　（令和 3 年 4 月1日現在）

※  その他手当とは、扶養、通勤、住居、時間外勤務、管理職、宿日直、
寒冷地、特殊勤務の各手当で、児童手当、退職手当は含みません。

給与費総額 　　13 億5,325 万 9 千円
職員1人当たり　　568 万円

給料　8億6,072 万 7 千円（63.6％）

期末・勤勉手当　3 億 3,233 万 1千円（24.6％）

その他手当※1億6,020 万 1千円（11.8％）
7級　部長・次長など 12 人（5.6％）
6級　課長など　　    31人（14.6％）
5級　主幹など　　    9 人（4.2％）
4級　副主幹　 　     30 人（14.1％）
3級　主査　　　       50 人（23.5％）
2級　主任　　　        42 人（19.7％）
1級　主事　　　　     39 人（18.3％）

一般行政職員総数 　213 人

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
を
１
０
０
と

し
た
場
合
の
給
与
水
準
を
示
し
た
も
の
で
す
。

給
与
と
定
員
管
理

1勤務条件（令和 3 年 4 月1日現在）

勤務時間の状況

休暇制度等の状況
種類 内容

年次有給休暇 1年につき20日付与（残日数は20日を限度と
して翌年に繰り越すことができる）

病気休暇 負傷または疾病により療養の必要があり、勤務し
ないことがやむを得ないと認められる場合（90日）

特別休暇 特別の事由により職員が勤務しないことが相当
である場合（出産休暇など）

介護休暇 配偶者、父母などの介護をするため、勤務をし
ないことが相当であると認められる場合

育児休業 該当となる子が3歳に達する日まで

週の勤務時間 始業時刻 終業時刻 休憩時間
38時間 45分

（1日7時間45分×5日）
8時30分 17時15分 12時～13時

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 令和元年度の人件費率
228 億1,014 万9 千円 22 億 6,160 万 8 千円 9.9％ 10.9％

※�人件費には、一般職、特別職の職員に支給する給与、報酬のほか、健康保険・年金・退職手当の負担金などが含まれています。

※�窓口業務のある課などにおいては、必要に応じ特別の勤務時間
などを定めています。

2人件費の状況（令和 2 年度決算より）

7職員手当の状況（令和 2 年度）

5平均給料・給与※月額・平均年齢（令和 3 年4月1日現在）

※� 給与とは、給料のほかに支給されている扶養手当、通勤手当、住居
手当などの諸手当を加えたものをいいます。

区分 平均給料 平均給与 平均年齢

一般行政職
鹿角市 304,791円 352,712 円 40.7 歳

国 325,827 円 407,153 円 43.0 歳

8部門別職員数の推移（各年4月1日現在）

部門 令和 3 年 令和 2 年
議会・総務・税務 96 人 97 人
農水・労働・商工・土木 57 人 58 人
民生・衛生 49 人 48 人
教育 31人 33 人
その他 （※） 31人 30 人

計 264 人 266 人
※ 上下水道、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療事業の
　公営企業等会計部門の職員数です。

区分 給料（報酬）月額 期末手当

給料
市　長 822,000円

6月期 1.625 月分
12 月期 1.625 月分

計　3.25 月分

副市長 652,000円
教育長 576,000円

報酬
議　長 401,000円
副議長 362,000円
議　員 342,000円

9特別職の報酬等の状況（令和 3 年 4 月1日現在）

主
な
手
当

　市の給与・定員管理などに
ついては、市ホームページで
公開しています。
　ホームページはこちらの QR
コードからご覧ください。

鹿角市人事行政の運営等の状況の公表　 鹿
角
市
職
員
の

令和 3年度 辞令交付式
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・
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
す
る
こ
と
が
近
道
だ
と
い
う
こ
と
が

　
わ
か
っ
た
。（
50
代
女
性
）

・
精
神
科
の
先
生
で
な
く
て
も
、
か
か
り
つ
け
医
が
相
談
に

　
の
っ
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
安
心
し
た
。（
50
代
女
性
）

・
睡
眠
や
口
腔
ケ
ア
が
認
知
症
に
関
係
あ
る
こ
と
が
再
確
認

　
で
き
た
。（
50
代
女
性
）

・
認
知
症
に
は
絶
対
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
少

　
し
だ
け
安
心
感
が
持
て
た
。（
80
代
女
性
）

・
自
治
会
な
ど
高
齢
者
の
集
ま
り
が
認
知
症
予
防
に
な
る
と

　
の
こ
と
、
大
い
に
利
用
し
た
い
と
思
う
。（
70
代
男
性
）

・
独
居
、
閉
じ
こ
も
り
、
認
知
症
の
方
に
対
し
て
の
リ
ン
ク

　
ワ
ー
カ
ー
が
鹿
角
市
で
も
必
要
と
思
う
。（
60
代
女
性
）

・
認
知
症
に
対
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
セ
ミ
ナ
ー
を
し
て
ほ

　
し
い
。
若
い
人
に
聞
か
せ
た
い
。（
70
代
女
性
）

・「
予
防
よ
り
備
え
」と
い
う
考
え
は
今
ま
で
持
て
な
か
っ
た
。

　
過
剰
な
健
康
志
向
は
よ
く
な
い
と
い
う
話
に
考
え
さ
せ
ら

　
れ
た
。（
30
代
男
性
）

・
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
教
育
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
も

　
感
じ
ま
し
た
。（
60
代
女
性
）

・
銀
行
の
A
T
M
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
お
金
の
支
払
い
が
機
械

　
化
し
社
会
の
進
歩
は
と
て
も
早
く
、
つ
い
て
い
け
な
く
な

　
る
の
で
は
と
心
配
。こ
れ
か
ら
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
。

　
備
え
が
と
て
も
大
切
と
思
っ
た
。（
60
代
女
性
）

○
講
演
の
資
料
が
欲
し
い
方
は
、
あ
ん
し
ん
長
寿
課
窓
口
ま

　
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、「
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」

　
で
書
き
ま
と
め
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
廊
下
に
展
示
し
て
い

　
ま
す
。

◎
講
師　

　
紺
野 

敏
昭
氏
（
こ
ん
の
神
経
内
科
・
脳
神
経
外
科

　
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長)

　
事
例
を
あ
げ
て
わ
か
り
や
す
い
講
話
を
い
た
だ
き
ま

　
事
例
を
あ
げ
て
わ
か
り
や
す
い
講
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
何
か
が
お
か
し
い
」「
自
分
が
自
分
で
な
い
よ

し
た
。「
何
か
が
お
か
し
い
」「
自
分
が
自
分
で
な
い
よ

う
な
感
覚
」
と
い
っ
た
初
期
段
階
で
の
早
期
受
診
の
勧

う
な
感
覚
」
と
い
っ
た
初
期
段
階
で
の
早
期
受
診
の
勧

め
や
、

め
や
、  「
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
」
な

「
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
」
な

ど
の
変
化
に
、
周
囲
の
人
が
気
づ
い
て
あ
げ
て
ほ
し
い

ど
の
変
化
に
、
周
囲
の
人
が
気
づ
い
て
あ
げ
て
ほ
し
い

と
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

と
、
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
自
身
の
備
え

認
知
症
の
進
行
予
防
・
先
延
ば
し
へ
の
取
り
組
み
（
フ

レ
イ
ル
予
防
、
早
期
受
診
、
社
会
参
加
な
ど
）

周
囲
の
備
え

異
変
に
気
付
く
見
守
り
の
ポ
イ
ン
ト

地
域
や
行
政
の
備
え

居
場
所
づ
く
り
、
買
い
物
支
援
な
ど

第
１
部　
講
演

第
１
部　
講
演

「
認
知
症
に
備
え
て
今
す
べ
き
こ
と
」

「
認
知
症
に
備
え
て
今
す
べ
き
こ
と
」

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
方
々
の
感
想

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
方
々
の
感
想

1010
月月
3131
日日
日
にに

認
知
症
市
民
セ
ミ
ナ
ー

認
知
症
市
民
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
！

が
行
わ
れ
ま
し
た
！

問 
あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班 

☎
30-

０
１
０
３

　シルバーリハビリ体操は、もともとは脳卒中片麻痺の方のために考えられた体操で、リハビリテー
ションの要素が組み込まれています。

シルバーリハビリ体操シルバーリハビリ体操

問 あんしん長寿課 介護予防班 ☎ 30-0103

◎
パ
ネ
リ
ス
ト

　
菊
地 

康
文
氏
（
鹿
角
中
央
病
院 

院
長
）

　
伊
東 
憲
二
氏
（
法
テ
ラ
ス
鹿
角 

弁
護
士
）

　
成
田 
宏
氏
（
鹿
角
警
察
署 

生
活
安
全
課
長
）

　
山
本 
祐
美
子
氏（
八
幡
平
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
髙
橋 

睦
子
氏
（
鹿
角
市
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
）

　
相
談
件
数
の
多
い「
受
診
拒
否
」「
金
銭
管
理
の
問
題
」

「
高
齢
者
の
徘
徊
」
に
つ
い
て
、
専
門
職
か
ら
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
、
お
の
お
の
の
取
り
組
み
を
情
報
共
有
で
き

ま
し
た
。

第
２
部　

第
２
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

シルバーリハビリ体操とはシルバーリハビリ体操とは

なぜ、今、シルバーリハビリ体操なのかなぜ、今、シルバーリハビリ体操なのか
　急速に進む高齢化の波を乗り越えるために
大切なのは、住民の力を活かした介護予防へ
の取り組みです。

　起きる→座る→立つ→歩くといった日常
の動作に必要な関節の運動範囲の維持拡大
と筋肉を伸ばすことを最大の目的とし、転
倒予防や腰痛、膝痛、肩痛、誤えんなどの
予防につながります。

　一番のねらいは、住民自らが体操を広め、住民を支えてい
く仕組みを作ることです。高齢者になったからといって、直
ちに支えられる存在になるわけではありません。子どもから
高齢者まで、元気な方がそうでない方を支える仕組みこそが、
これからの地域づくりには大切です。
　その原動力となっているのが、「シルバーリハビリ体操指
導士」です。今では 125 人の指導士が各地区の体操教室や
地域のサロン、施設などで幅広く活動しています。

体操を広げる地域の輪

①体操教室
　指導士が主体となり、市内 5 カ所で体操
教室を開催しており、今までに延べ 5,500
人程の参加があります。
②定例会やフォローアップ講座
　体操の復習に力を入れ、体操の指導方法の
統一を目指しています。
③全国オンラインフェスティバル
　全国の指導士会とオンラインでつながり、
たくさんの勇気をもらいました。

シルバーリハビリ体操指導士の活動シルバーリハビリ体操指導士の活動

　 市 民 2.5 人 に 1 人 が 65 歳
以上となった今、より一層体操
の普及に力を入れ、支え合いの
心で「健康寿命の延伸」を目指
していきます。

　一つ一つの体操はとても簡単で、「いつ
でも、どこでも、ひとりでも」できるよう
に組み立てられていることや、動かす筋肉
とそれによって得られる効果が明確になっ
ていることが大きな特徴です。

◎今月の体操は 22 ページに掲載しています。
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行政 information
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行政 information

市制施行 50 周年記念のさまざまな事業で使
用するロゴマークのデザインを募集します。

テーマ
鹿角市市制施行50周年

～ありがとう50年�ともに未来へ～

▶応募方法　作品 1 点ごとに必要事項（郵便番号、
住所、氏名・ふりがな、年齢、性別、電話番号）
を記載のうえ、郵便またはメールによりご応募く
ださい。
※データ（形式、サイズなど不問）または、任意
の用紙に 10cm 四方以上の大きさで描いたもの。
※応募資格、応募作品数に制限はありません。た
だし、同一作品の二重応募または他のロゴマーク
などとの類似作品とみなされる場合は失格としま
す。
※応募作品はお返ししません。著作権は本市に帰
属するものとします。

自殺を考えている人は何らかのサインを発し
ています。元気がない、口数が減った、ミ

スが増えた、眠れていない、食欲がないなど、
「いつもと違う」に気づいたら、声をかけ、傾聴し、
必要に応じて専門家につなぎましょう。

誰に相談してよいのかわからないときは次の相談
窓口をご利用ください。相談はすべて無料です。

◉こころの個別相談　☎ 30-0119（要予約）
▶日時・場所　平日の 10 時～ 16 時の間で相談
者にあわせて調整します。時間は1時間程度です。
　臨床心理士が、ご本人はもちろん、身近に悩み
を抱えた人がいる方の悩みを聴きます。

◉テレフォン病院 24　☎ 0120-959-783
　24 時間 365 日、看護師などの医療スタッフ
にいつでも相談ができます。

※最優秀作品は、市制施行 50 周年記念の各事業
の宣伝などに活用させていただきますが、市にお
いてデザインを若干修正する場合がありますの
で、あらかじめご了承ください。

▶応募先　総務課 行政班
〒 018-5292 秋田県鹿角市花輪字荒田４番地１
電話 30-0203、FAX 30-1122
E-mail：gyousei@city.kazuno.lg.jp

▶応募締切　令和４年１月 20 日木
　　
※最優秀賞、優秀賞を受賞された方々は令和４年
度に開催予定の市制施行 50 周年記念式典で表彰
します。

問 総務課 行政班 ☎ 30-0203

◉ウェブ相談
　ウェブページの「ファミリーケアネットワーク」 
にアクセスし、「959783」を入力し、ログイン
します。メニューの「ウェブ相談窓口」にアクセ
スし、案内にしたがってご利用くだ
さい。

◉ふれあいサロン
　ふれあいパートナー（傾聴ボランティア）が話
を聴きます。

◉依存症電話相談会　☎ 22-0700
▶日時　毎月第 3 水曜日 19 時～ 20 時 30 分　
　アルコールやギャンブルなどの依存症は、特効
薬がなく、周囲の人たちを巻き込んでしまう厄介
な病気です。ご本人はもちろん、身近に悩みを抱
えた人がいる方もご利用できます。

問 すこやか子育て課  健康づくり班 ☎ 30-0119

50 周年をみんなで祝おうみんな誰かのゲートキーパー
市制施行 50 周年 

統一ロゴマークデザインを募集
12 月１日は「いのちの日」

市が所有する土地を一般競争入札により売却し
ます。詳しくは、市ホームページ「一般競

争入札による土地の売却」をご覧ください。

▶申込締切　令和 4 年 1 月 6 日木 
▶入札日時　令和 4 年 1 月 13 日木
　　　　　　9 時 30 分～
▶入札場所　市役所第 5 会議室
問 財政課 管財地籍班 ☎ 30-0210

▶対象　市民の子どもで、高校・高専・大学（短大・
専門学校含む）・大学院に在学または入学・進学
予定のある方
▶貸与額　高校・高専前期３年間：月額１万円、
大学・大学院・高専後期２年間：月額３万円
▶申込期間　12 月 6 日🈷～令和 4 年１月 14 日金
▶申込方法　教育委員会または各支所に備え付け
の申込書にてお申し込みください。
※書類審査、本人面接により貸与を決定します。

問 総務学事課 総務班 ☎ 30-0290

公売のお知らせ

学生に無利子で貸与

市所有の土地を売却

令和 4 年度 鹿角市奨学生追加募集

場所 日にち 時間

関善賑わい屋敷（花輪） 毎月 8・18・28 日 9 時 30 分～
11 時 30 分多世代交流スペース

どまっこ（毛馬内）
毎月 2・12・22 日

※日曜日は休み

※ゲートキーパーとは、悩ん
だり、つらい気持ちの人の身
近な支えになる人です。

中学校・高校の制服や学用品などを回収
鹿角市子育て応援リユース事業

市内中学校と高等学校の制服（夏用・冬用）、ネク
タイ、スカーフ、ボタン類、学校指定のジャージや
通学カバン、柔道着（体育の授業で使用するもの）、
校章、組章、リコーダー、ピアニカ、辞典、彫刻刀
セット、習字セット、絵の具セット

ご家庭で不要になった制服や学用品などを回
収し、必要な方に無料で提供します。

　リユース品の回収ボックスを下記のとおり設置
しますので、ご家庭で眠っている制服などがあり
ましたら、ぜひご提供ください。

▶日時　12 月 3 日金～ 15 日水
▶場所　福祉保健センター 入口
▶時間　平日９時～ 20 時、土日９時～ 16 時
▶回収するもの

※回収したものは令和 4 年 2 月 19 日土に提供
する予定としています。

問 すこやか子育て課 こども家庭応援班
    ☎ 30-0235
　 NPO 法人子どもコンシェルジュ
　 ☎ 080-8223-3036

自宅で収入が得られるテレワークの実践に役
立つ IT 講座を開催します。

▶マイクロタスク講座（定員 10 人）　
仕事を発注する企業が講師となり、データ入力な
ど自宅でできる仕事内容を体験します。

▶動画制作講座（定員 10 人）　
スマートフォンで撮影した動画に、音楽や文字を
入れる編集を行い、1 本の動画を制作します。併
せて、SNS を活用した効果的な情報発信をする
ための概念、手法を学びます。

（※）は連日参加が必須です

▶申込方法
右記 QR コードから「申込フォー
ム」にアクセスし、お申し込みく
ださい。

問 産業活力課 産業戦略班  ☎ 30-0250

テレワーカー活躍促進事業
スキルアップ講座を開催

▶開催日程
開催プログラム 日時 場所

マイクロタスク講座 12 月 9 日木
13 時 30 分～ 16 時 30 分

まちなか
オフィス

マイクロタスク講座 12 月 17 日金
13 時 30 分～ 16 時 30 分

ＭＩＴプラザマイクロタスク講座 12 月 22 日水
13 時 30 分～ 16 時 30 分

マイクロタスク講座 令和 4 年 1 月 19 日水
13 時 30 分～ 16 時 30 分

動画制作編集講座（※） 令和 4 年 1 月 24 日🈷
10 時～ 16 時

まちなか
オフィス動画制作編集講座（※） 令和 4 年 1 月 25 日火

10 時～ 16 時

動画制作編集講座 令和 4 年 1 月 31 日🈷
13 時 30 分～ 16 時 30 分

ホームページはこちら
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けんこう information

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
お
風
呂
の
温
度
を
41
度
以
下
に
す
る
。

② 

浴
槽
の
ふ
た
を
開
け
、
浴
室
を
暖
め
て

お
く
。

③
家
族
に
一
声
か
け
て
か
ら
入
浴
す
る
。

④
入
浴
前
の
飲
酒
は
控
え
る
。

⑤ 

家
の
中
の
温
度
差
を
少
な
く
す
る
。
特

に
ト
イ
レ
や
洗
面
所
、
脱
衣
所
な
ど
は

暖
か
く
す
る
。

　　
事
業
所
向
け
の
健
康
講
座
と
し
て
、
次
の

６
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

職
員
研
修
な
ど
で
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
メ
ニ
ュ
ー
以
外
の
内
容
を
ご
希

望
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❖
メ
ニ
ュ
ー

①
食
事
：
健
康
の
基
本
と
な
る
食
事
の
減
塩

や
摂
取
カ
ロ
リ
ー
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
な

ど
に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
説
明
し
ま
す
。

②
運
動
：
仕
事
や
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
ら

れ
る
運
動
法
を
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
な
ど

を
行
う
講
師
が
紹
介
し
ま
す
。

③
脳
血
管
疾
患
：
２
０
１
７
鹿
角
市
健
康
宣

言
「
10
年
後
、
脳
卒
中
で
亡
く
な
る
方
を
８

割
減
ら
し
ま
す
」
を
達
成
す
る
た
め
、
原
因

や
予
防
法
な
ど
に
つ
い
て
、
紙
芝
居
形
式
で

紹
介
し
ま
す
。

④
心
の
健
康
：
う
つ
病
に
つ
い
て
紙
芝
居
形
式

で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
市
で
行
う
こ
こ
ろ
の

相
談
窓
口
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

⑤
健
診
結
果
：
健
康
診
断
の
結
果
を
振
り
返

っ
て
、
改
善
策
を
説
明
し
ま
す
。

⑥
ナ
ト
リ
ウ
ム
カ
リ
ウ
ム
比
測
定
：
尿
を
調

べ
る
こ
と
で
、
尿
中
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
塩
分
）
と
カ
リ
ウ
ム
の
比
率
が
分
か
り

ま
す
。
そ
れ
を
元
に
塩
分
の
摂
取
状
況
を
確

認
し
、
日
々
の
食
事
を
改
善
し
ま
す
。

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

    

健
康
づ
く
り
班 

☎
30
‐
０
１
１
９

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な
温
度
変

化
に
よ
り
脈
拍
や
血
圧
が
大
き
く
変
動
し
、

失
神
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
を
引
き
起

こ
し
、
身
体
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
す
。

入
浴
時
だ
け
で
な
く
、
気
温
の
低
く
な
っ
て

い
る
ト
イ
レ
や
洗
面
所
で
も
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
予
防
し
て
、
安
心
し

て
冬
場
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

    

健
康
づ
く
り
班 

☎
30
‐
０
１
１
９

　
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
申
込
期
限
が
迫
っ

て
い
ま
す
。
検
診
対
象
の
方
で
ま
だ
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

❖
対
象
者　

令
和
3
年
度
中
に
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
に
な
る
女
性

❖
申
込
期
限　
12
月
6
日
🈷

※
検
診
日
時
は
申
込
者
に
対
し
、
12
月
中
旬

に
通
知
し
ま
す
。

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

    

健
康
づ
く
り
班 

☎
30
‐
０
１
１
９

　
鹿
角
市
緊
急
通
報
装
置
は
、
令
和
３
年
９

月
末
に
事
業
が
終
了
し
て
い
ま
す
。
現
在
も

ご
自
宅
の
電
話
機
に
対
象
機
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
市
職
員
が
撤
去
に
伺
い
ま

す
の
で
、
あ
ん
し
ん
長
寿
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

❖
対
象
機
器　

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 
高
齢
者
支
援
班

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

　
本
市
に
住
所
が
あ
り
在
宅
で
生
活
を
し
て

い
る
満
80
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
１
枚

５
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
１
月
あ
た
り
２

枚
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
の
方
で
ま
だ
交
付
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
に
よ
る
申
請
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

タ
ク
シ
ー
券
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
今
年

度
新
た
に
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
重
い
障
が
い
を
持
つ
方
に
交
付
し
て
い
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、

本
人
や
同
居
家
族
が
自
動
車
を
使
用
し
て
い

る
方
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所
中
の
方
は
対

象
外
で
す
。

 

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

受
講
者
に
は
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
カ
ー

ド
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。
※
無
料
で
す
。

❖
日
時　
12
月
1
日
水 

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　
八
幡
平
市
民
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
室

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

 　
☎
30
‐
０
１
０
３

　
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
ご
家
族
、
地
域
の
方
々
が
集
い
、
認
知

症
に
つ
い
て
知
る
・
語
る
・
つ
な
が
る
場
所

で
す
。
カ
フ
ェ
は
無
料
で
、
内
容
は
カ
フ
ェ

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

カ
フ
ェ
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

❖
対
象　
認
知
症
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

老
若
男
女
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

❖
内
容　
ミ
ニ
講
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

創
作
活
動
、
体
操
な
ど
、
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

介
護
予
防
班

 　
☎
30
‐
０
１
０
３

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
、
市
民
課
国
保
医
療
班
に
前

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日
程
や
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合
に
は
、

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
個
別
に
連
絡

し
ま
す
。

　

無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
4
日

前
ま
で
に
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
（
☎
30
‐

０
８
５
５
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

1
日
水
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ
モ

ッ
セ
内
）
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

6
日
月
10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料
、
①
ス
ト

レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
、
②
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

※
①
②
は
有
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

10
日
金
10
時
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
／
運

動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室
（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

10
日
金
10
時
15
分
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

（
コ
モ
ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

12
月
の
骨
密
度
測
定
会
＆

ナ
ト
カ
リ
比
測
定
会

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意

働
き
者
健
康
講
座

12
月
の
献
血
車
訪
問

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室

（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

14
日
火
13
時
30
分
～
／
ま
ち
っ
こ
／
水
分
補

給
の
飲
料

ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

26
日
日
10
時
～
／
福
祉
プ
ラ
ザ
／
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
料

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

❖
日
時　
24
日
金 

13
時
30
分
～
14
時
30
分

❖
場
所　
八
幡
平
市
民
セ
ン
タ
ー

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

❖
日
時　
12
月
9
日
木

＊
輸
血
患
者
の
副
作
用
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間

場
所

12
時
～
13
時
30
分

か
づ
の
商
工
会

14
時
45
分
～

16
時
45
分

か
づ
の
厚
生
病
院

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

鹿
角
市
緊
急
通
報
装
置
を

設
置
し
て
い
る
方
へ

名称 日にち 場所

オレンジカフェ
しゃべり～な

3 日金 文化の杜交流館コモッセ 
こもれび広場

17 日金 谷内地区市民センター

令和 4 年
1月14 日金

文化の杜交流館コモッセ 
こもれび広場

ぷら～っと
カフェ 16 日木 社会福祉協議会

まちっこカフェ 18 日土 多世代交流スペース
まちっこ

ほっとな茶屋
月山の郷 19 日日 月山の郷

認知症カフェの日程

❖問い合わせ
　オレンジカフェ しゃべり～なーーーーーー☎ 30-0103
　❖時間　９時 30 分～ 12 時 30 分
　ぷら～っとカフェ ーーーーーーーーーーー☎ 23-2165
　❖時間　9 時 30 分～ 12 時 30 分　
　まちっこカフェ  （要予約）ーーーーーーー☎ 22-4080
　❖時間　9 時 30 分～ 12 時 30 分
　ほっとな茶屋 月山の郷ーーーーーーーーー☎ 25-8022
　❖時間　9 時 30 分～ 12 時 30 分

緊急通報装置
「SL-11 号 BOX」

小電力型ワイヤレス
リモートスイッチ 5

12
月
の
運
動
教
室
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子育て・学び information

湖
南
を
知
る
会

❖
日
時　
12
月
4
日
土 

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　
先
人
顕
彰
館 

ホ
ー
ル

❖
講
師　
高
木 

英
子
氏

❖
内
容　

明
治
26
年
４
月
の
湖
南
か
ら
父

十じ
ゅ
う
わ
ん
湾
へ
の
書
簡
を
読
み
解
き
ま
す
。
友
人
・

畑は
た
や
ま
ろ
き
ゅ
う

山
呂
泣
が
監
獄
生
活
で
肺
に
病
気
を
患
っ
て

い
る
こ
と
や
、
政
府
に
対
す
る
自
身
の
思
い
な

ど
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

問 
先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

大
湯
環
状
列
石
で
と
れ
た
木
の
実
で
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う

❖
日
時　
12
月
19
日
日 
10
時
～
12
時

❖
内
容　
大
湯
環
状
列
石
で
採
れ
た
ド
ン
グ
リ

や
ト
チ
の
実
な
ど
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ

ー
ス
を
作
り
ま
す
。

❖
定
員　
15
人

❖
参
加
費　
３
０
０
円
（
１
人
一
作
品
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館　

　

 

☎
37
‐
３
８
２
２

子育て・学び information

❖
日
時　
12
月
18
日
土 

13
時
30
分
～
15
時

❖
参
加
方
法　
①
オ
ン
ラ
イ
ン 

②
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場「
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館 

万
座
ホ
ー
ル
」

❖
内
容　
旧
小
坂
鉱
山
事
務
所
の
こ
れ
ま
で

（
小
坂
町
）・
鹿
角
市
の
文
化
財
（
鹿
角
市
）

❖
申
込
方
法　

①
オ
ン
ラ
イ
ン
：
大
館
市
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

②
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
：
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
12
月
15
日
水
ま
で

問 

生
涯
学
習
課 

文
化
財
振
興
班　

　

 

☎
30
‐
０
２
９
４　

　

 E-m
ail

：bunkazai@
city.kazuno.lg.jp

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
そ
う
！

❖
日
時　
12
月
27
日
🈷 

午
前
の
部  

10
時
～
12
時

午
後
の
部 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
場
所　
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

体
育
場　

❖
内
容　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
小
型
ド
ロ
ー
ン

を
自
律
飛
行
さ
せ
ま
す
。
午
前
・
午
後
と
も
内

容
は
同
じ
で
す
。

❖
定
員　
各
回
20
人

※
専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
９
２ 

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
４
０

　

 E-m
ail

：gakushu@
city.kazuno.lg.jp

古
文
書
読
み
方
講
座

❖
日
時　
12
月
16
日
木 

13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
（
コ

モ
ッ
セ
内
）

❖
講
師　
柳
澤 

裕
子
氏

❖
内
容　
慶
応
四
年
、
戊
辰
戦
争
に
臨
む

使つ
か
い
む
し
ゃ

武
者
兼
御お

と
も
が
し
ら

供
頭
の
内
藤
調
一（
十
湾
）の「
出

陣
日
記
」
や
、
江
戸
時
代
後
期
の
「
尾
去
沢
銅

山
年
中
行
事
」（
阿
部
恭
助
著
）
か
ら
、
当
時

の
歴
史
や
出
来
事
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

は
な
わ
ん
こ
の
ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
は
な
わ
ん
こ

❖
日
時　
12
月
25
日
土 

10
時
～
11
時
30
分

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

こ
も

れ
び
広
場

❖
内
容　
音
楽
と
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

（
協
力
：
ヴ
ォ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
か
と
れ
あ
）

❖
定
員　
30
人

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

ト
ワ
ダ
ッ
ク
の
わ
く
わ
く
土
曜
教
室

「
移
動
図
書
館
車
を
デ
コ
っ
ち
ゃ
お
う
！
」

❖
日
時　
12
月
5
日
日 

10
時
30
分
～
12
時

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

2
階 

講
座
室　

❖
内
容　
フ
ェ
ル
ト
や
紙
で
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
を
作
り
、
移
動
図
書
館
車
「
あ
お
ぞ

ら
ぶ
っ
く
号
」
を
飾
り
付
け
ま
す
。

❖
定
員　
30
人

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。　

郷
土
を
語
る
会

❖
日
時　
12
月
17
日
金 

14
時
～
16
時

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

2
階 

講
座
室

❖
講
師　
阿
部 

正
記
氏

❖
内
容　
毛
馬
内
・
伊
藤
家
の
御
年
代
記
を
読

み
進
め
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

❖
日
時　
12
月
25
日
土 

14
時
～
15
時

❖
場
所　
十
和
田
図
書
館 

2
階 

講
座
室　

❖
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る
お
話
の
読
み

聞
か
せ
と
サ
ン
タ
さ
ん
に
よ
る
手
品
を
行
い
ま

す
。

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

先
人
顕
彰
館

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

花
輪
図
書
館

十
和
田
図
書
館

企
画
展
「
田た

や
ま
ご
よ
み

山
暦
」　

　
江
戸
時
代
後
期
に
、南
部
領
鹿
角
郡
田
山（
現

在
の
岩
手
県
八
幡
平
市
）
で
作
ら
れ
、
使
わ
れ

た
、
絵
や
記
号
に
よ
る
「
田
山
暦
」
は
、
字
の

読
め
な
い
方
に
と
っ
て
便
利
な
も
の
で
し
た
。

当
時
は
、
花
輪
や
毛
馬
内
の
市
日
で
売
ら
れ
、

田
山
暦
を
多
く
の
方
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　
企
画
展
で
は
、
田
山
暦
の
ほ
か
、
同
じ
手
法

で
作
ら
れ
た
般
若
心
経
の
経
本
も
紹
介
し
ま
す
。

❖
期
間　
12
月
18
日
土
～
令
和
4
年
1
月
30
日
日

講
座
「
鹿
角
の
酒
造
り
」　

　
市
内
に
唯
一
残
る
酒
蔵
を
見
学
し
、
酒
造
り

の
歴
史
や
工
程
を
学
び
、
杜と
う
氏じ

の
酒
造
り
に
か

け
る
思
い
に
迫
り
ま
す
。

❖
日
時　
12
月
11
日
土 

13
時
30
分
～

※
13
時
15
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
集
合
場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館

❖
見
学
先　
千
歳
盛
酒
造
株
式
会
社

❖
定
員　
10
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み　

が
必
要
で
す
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館　
☎
22
‐
７
２
８
８

沖
縄
の
伝
統
芸
能
「
組く
み
お
ど
り踊」
特
別
鑑
賞
会

　
延
期
し
て
い
た
公
演
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

❖
日
に
ち　
令
和
４
年
１
月
22
日
土 

❖
時
間　
開
演
14
時
（
開
場
13
時
30
分
）

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化

ホ
ー
ル

❖
入
場
料　
無
料（
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
）

❖
入
場
整
理
券
配
布　
12
月
3
日
金
か
ら
コ
モ

ッ
セ
窓
口
の
み
で
配
布
し
ま
す
。

※
未
就
学
児
入
場
不
可

※
す
で
に
入
場
整
理
券
を
お
持
ち
の
方
は
そ
の

ま
ま
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

問 

文
化
の
杜
交
流
館 

☎
30
‐
１
５
０
４

Ｊ
＆
Ｂ
の
会
「
ふ
わ
ふ
わ
ほ
っ
こ
り
蒸
し
パ
ン

＆
ク
リ
ス
マ
ス
手
遊
び
♪
」

❖
日
時　
12
月
1
日
水 

10
時
～
12
時

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

和
室
・
調
理

室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
定
員　
20
人

❖
対
象　
市
内
の
祖
父
母
世
代
の
方

❖
参
加
費　
３
０
０
円

❖
持
ち
物　
内
履
き
、
エ
プ
ロ
ン

あ
の
ね
の
日

　
管
理
栄
養
士
に
、
離
乳
食
に
つ
い
て
の
悩
み

な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

❖
日
時　
12
月
2
日
木 

10
時
～
12
時

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
・
花
輪
市
民

セ
ン
タ
ー 

和
室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
対
象　
市
内
の
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

コ
モ
ッ
セ
Ｄ
Ｅ
く
す
く
す

「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
！

く
す
く
す
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

❖
日
時　
12
月
19
日
日 

10
時
～
11
時
30
分

❖
場
所　
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化

ホ
ー
ル

❖
定
員　
50
組

❖
対
象　
市
内
の
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

Café

＆
あ
か
ち
ゃ
い
く
る
の
日　

❖
日
時　
12
月
23
日
木 

10
時
～
15
時

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

❖
対
象　
市
内
の
子
育
て
・
孫
か
て
中
の
方

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

乳幼児の健診カレンダー乳幼児の健診カレンダー

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

歴
史
民
俗
資
料
館

平
成
29
年
12
月
13
日
生
／
花
輪

父 

琢
磨
さ
ん
・
母 

愛
さ
ん

　外で遊ぶこと、お手伝いする
こと、ごっこ遊びをすること！！
いろいろ興味をもち、毎日全力
で遊んでいます！！

浅
あさいし

石 乃
の あ

愛ちゃん　➍歳
今月のお誕生日

安政七年（申年）の
田山暦 ( 一部・複写 )

❖場所　福祉保健センター
※密をさけるための人数調整をしていますので、ご協力をお願いします。また、お子さん
１人につき、付き添いの保護者は１人まででお願いします。体調不良や 12月の参加が難し
い場合は、ご連絡ください。
問 すこやか子育て課 健康づくり班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付時間
3 日金 3 歳児健診 平成 30 年 7 月 24 日～ 8 月 22 日生

12 時 45 分～ 13 時
8 日水 3～ 4か月児健診 令和 3 年 8 月生
9 日木 １歳６か月児健診 令和 2 年 4 月 17 日～ 5 月 28 日生
16 日木 5歳児すくすく健康相談 対象の方には園から通知が届きます
21 日火 乳児相談（4 ～ 5 か月児） 令和 3 年 7 月生 9 時 45 時～ 10 時

2021KAZUNO

ロ
ボ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ほ
く
ろ
く
文
化
財
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

今
月
の
声
か
け
運
動
は

12
月
6
日
🈷
に
実
施
し
ま
す
。

❖
時
間　
７
時
15
分
～
８
時

鹿
角
市
成
人
式
の
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す

　
令
和
４
年
１
月
９
日
日
に
開
催
さ
れ
る

鹿
角
市
成
人
式
の
案
内
を
対
象
者
（
平
成
12

年
４
月
２
日
生
～
平
成
13
年
４
月
１
日
生
）

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
12
月
初
め
に
届
く
よ

う
に
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
届
い
て
い
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班 
☎
30
‐
０
２
９
２



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
２
２

情
報
の
広
場

情
報
の
広
場

2021年 12月号19 KAZUNO CITY 2021年 12月号 18KAZUNO CITY※ 12 月 27 日🈷は固定資産税第３期、国民健康保険税第６期の納期限です。

ご
み
収
集・ご
み
焼
却
場（
持
込
受
付
）

休
業
日
：
12
月
31
日
金
～
令
和
４
年

1
月
３
日
🈷

※
ご
み
は
次
の
収
集
日
ま
で
自
宅
で

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
集
積
所
に
は
、

収
集
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
鹿
角
広
域
行
政
組
合　

☎
22
‐
２
６
１
１

し
尿
汲
み
取
り

休
業
日
：
12
月
30
日
木
～
令
和
４
年

1
月
３
日
🈷

※
年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り
は
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　

問
鹿
角
衛
生
協
業
組
合　

☎
23
‐
７
５
０
１

不
燃
物
投
棄
場

休
業
日
：
12
月
30
日
木
～
令
和
4
年

1
月
1
日
土

※
通
常
は
、
毎
週
木
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
が
開
場
日
で
す
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
推
進
班　

☎
30
‐
０
２
２
４

実
施
期
間
：
12
月
11
日
土
～
20
日
🈷

　
こ
の
時
期
は
路
面
の
凍
結
や
降
雪

に
よ
る
視
界
不
良
が
起
こ
り
や
す
い

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
冬

道
に
適
し
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
危
険
か
ら
身
を
守

る
命
綱
で
す
。
全
て
の
座
席
で
正
し

く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
は
目
立
つ
色
の
服
で
、
反

射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
寒
さ
対

策
で
帽
子
や
フ
ー
ド
を
被
る
際
に
は
、

視
界
や
周
り
の
音
が
遮
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

12
月
は「
飲
酒
運
転
追
放
県
民
運
動
」

の
強
調
期
間 

期
間
：
12
月
１
日
水
～
31
日
金　

　
帰
省
な
ど
に
よ
り
飲
酒
の
機
会
が

増
え
る
時
期
で
す
。
家
庭
や
職
場
、

地
域
が
一
体
と
な
り
、
飲
酒
運
転
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
推
進
班　

☎
30
‐
０
２
２
４

　

年
末
年
始
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各
種
証
明
書
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
（
本
籍
地
利

用
登
録
申
請
を
含
む
）
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

期
間
：
12
月
29
日
水
～
令
和
４
年
1

月
3
日
🈷　

問
市
民
課 

戸
籍
年
金
班　

☎
30
‐
０
２
２
１

　
花
輪
大
堰
改
修
工
事
の
期
間
延
長

に
伴
い
、
通
行
止
め
期
間
を
12
月
17

日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
流
水

量
が
少
な
い
状
況
が
続
き
ま
す
の
で

引
き
続
き
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
鹿
角
地
域
振
興
局 

農
村
整
備
課

☎
23
‐
２
２
４
３

　
　

　
令
和
3
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告

に
向
け
て
、
大
館
税
務
署
で
は
農
業

所
得
を
申
告
す
る
方
を
対
象
に
、
農

業
所
得
収
支
計
算
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
に
ち
：
12
月
13
日
🈷

時
間
：
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
：
交
流
セ
ン
タ
ー 

1
階 

講
堂

問
大
館
税
務
署 

☎
０
１
８
６
‐
42
‐
０
６
７
１

　
が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
お
互

い
に
自
分
の
経
験
を
語
り
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
を

分
か
ち
合
い
な
が
ら
交
流
で
き
る
場

所
で
す
。
看
護
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
も
一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
時
：
12
月
23
日
木 

14
時
～
16
時

場
所
：
か
づ
の
厚
生
病
院 

３
階 

デ

イ
ル
ー
ム

参
加
費
：
無
料

問
か
づ
の
厚
生
病
院 

患
者
支
援
セ

ン
タ
ー 

☎
22
‐
８
１
３
１

派
遣
期
間
：
令
和
4
年
9
月
か
ら
2

年
間

活
動
場
所
：
ハ
ン
ガ
リ
ー
シ
ョ
プ
ロ
ン
市

申
込
締
切
：
令
和
４
年
2
月
28
日
🈷

選
考
方
法
：
①
書
類
審
査 

②
面
接

面
接
日
時
：
令
和
4
年
4
月

応
募
資
格
：
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
大
学
ま
た
は
大
学
院
を
卒
業
の

方
（
通
信
教
育
課
程
修
了
者
含
む
）

で
、
英
検
2
級
あ
る
い
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
５
５
０
点
以
上
の
英
語
ま
た
は
ド

イ
ツ
語
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
語
（
ハ
ン
ガ

リ
ー
語
）
の
外
国
語
能
力
を
有
す
る

方 

な
ど
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
鹿
角
国
際
交
流
協
会

☎
22
‐
６
０
８
８

　
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
購
入
が
困
難
な
方
へ
、
生
理
用
品

を
無
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
：
市
内
在
住
の
方

配
布
内
容
：
1
カ
月
に
つ
き
、
生
理

用
ナ
プ
キ
ン
30
個
入
2
パ
ッ
ク
ま
で

配
布
窓
口
：
す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

受
取
方
法
：
初
回
は
配
布
窓
口
で
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。
な
な
か
ま
ど
カ

ー
ド
と
生
理
用
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

次
月
か
ら
は
、
カ
ー
ド
の
提
示
の
み

で
お
渡
し
し
ま
す
。

時
間
：
平
日 

8
時
30
分
～
17
時
15

分 

※
水
曜
日
は
19
時
ま
で

※
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
、
各

学
校
の
保
健
室
で
も
受
け
取
れ
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課 

地
域
福
祉
班

☎
30
‐
０
２
３
８

　
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
と

は
、
県
民
と
秋
田
県
が
協
働
で
進
め

る
清
掃
活
動
を
主
体
と
し
た
、
ま
ち

美
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
県
民
の
ま
ち

づ
く
り
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
鹿
角
地
域
振
興
局 

建
設
部 

用
地

課 
用
地
・
管
理
班

☎
23
‐
２
３
０
２

　 今月の相談日程

　
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
入
学
予

定
の
方
・
在
学
す
る
方
に
対
し
、
就

学
に
必
要
な
費
用
を
無
利
子
で
貸
付

し
ま
す
。
卒
業
後
に
一
定
期
間
、
秋

田
県
内
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
介
護

業
務
に
従
事
し
た
場
合
、
全
額
を
返

還
免
除
し
ま
す
。

高
等
学
校
在
学
中
に
申
請
す
る
場
合

【
早
期
貸
付
】

　

在
学
す
る
高
等
学
校
を
経
由
し

て
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
高
等
学
校
在
学
中
に
入
学
準
備

金
（
20
万
円
以
内
）
の
貸
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
養
成
施
設
入
学
後
は
、
４

月
か
ら
修
学
資
金
（
月
額
５
万
円
以

内
）
の
送
金
を
開
始
し
ま
す
。

養
成
施
設
入
学
後
に
申
請
す
る
場
合

【
通
常
貸
付
】

　
在
学
す
る
養
成
施
設
を
経
由
し
て

申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
準
備
金
は
、
就
学
資
金
の
初
回

送
金
時
（
７
月
頃
）
に
加
算
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
法
人 

秋
田
県
社
会
福

祉
協
議
会 

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
‐
８
６
４
‐
３
１
６
１

日
に
ち
：
12
月
22
日
水

時
間：開
演
18
時
（
開
場
17
時
30
分
）

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
り
）：一
般
3
千
円
、

中
高
生
千
円
、
親
子
ペ
ア
３
５
０
０

円
、
小
学
生
以
下
無
料
（
チ
ケ
ッ
ト

が
必
要
で
す
）

※
全
席
自
由
、
三
歳
未
満
入
場
不
可

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
：
コ
モ
ッ
セ
窓
口
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
セ
パ
ー
ム
（
小

坂
町
）、ほ
く
し
か
鹿
鳴
ホ
ー
ル
（
大

館
市
）

問
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

☎
30
‐
１
５
０
４

　
大
里
医
院
で
は
、
保
健
師
・
看
護

師
・
准
看
護
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

に
、
安
心
し
て
現
場
に
復
帰
す
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
復
職
し
た
い
け
ど
不
安
が
あ
る
方

や
医
療
の
動
向
に
興
味
が
あ
る
方
、

ブ
ラ
ン
ク
が
長
か
っ
た
た
め
技
術
を

確
認
し
た
い
と
い
う
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

日
時
：
12
月
11
日
土 

9
時
～
16
時

（
以
降
毎
月
１
回
開
催
予
定
）

場
所
：
医
療
法
人
春
生
会 

大
里
医

院 

研
修
室

受
講
料
：
無
料

申
込
締
切
：
12
月
3
日
金

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
里
医
院
（
大
里
・
内
山
）

☎
22
‐
１
２
５
１

花
輪
大
堰
改
修
工
事
に
伴
う

通
行
止
め
期
間
の
延
長

生
理
用
品
の
無
償
配
布

年
末
年
始 

休
業
日

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
一
時
停
止

第
12
代
日
本
語
語
学
指
導
員

募
集

保
健
師
・
看
護
師
・
准
看

護
師
の
た
め
の
復
職
研
修

創
作
バ
レ
エ
劇 

犬
吠
え
の
森

～
さ
だ
ろ
く
と
シ
ロ
～

農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会

が
ん
患
者
家
族
サ
ロ
ン

年
末
の
交
通
安
全
運
動

一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
）

１
次
試
験
日
：
12
月
11
日
土 

午
前

試
験
会
場
：
秋
田
市
内
（
予
定
）

試
験
内
容
：
筆
記
試
験
・
作
文
・
適

性
検
査

応
募
資
格
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

男
性

応
募
締
切
：
12
月
3
日
金

自
衛
官
候
補
生（
陸
上・海
上・航
空
）

試
験
日
：
12
月
12
日
日

試
験
会
場
：
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

試
験
内
容
：
筆
記
試
験
・
口
述
試
験
・

身
体
検
査
・
作
文
・
適
性
検
査

応
募
資
格
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

男
女

応
募
締
切
：
12
月
10
日
金

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大

館
出
張
所 

☎
０
１
８
６
‐
42
‐
１
３
９
８

　

秋
北
バ
ス
で
は
冬
休
み
期
間
中
、

小
中
学
生
を
対
象
に
路
線
バ
ス
を
特

別
運
賃
で
運
行
し
ま
す
。
※
高
速
バ

ス
、空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
は
除
き
ま
す
。

期
間
：
12
月
25
日
土
～
令
和
４
年
１

月
13
日
木

運
賃
：
１
回
の
乗
車
に
つ
き
小
学
生

50
円
、
中
学
生
１
０
０
円

問
秋
北
バ
ス
株
式
会
社 

花
輪
営
業
所

☎
23
‐
２
１
８
３

自
衛
官
採
用
試
験

　
令
和
4
年
1
月
1
日
か
ら
「
雇
用

保
険
マ
ル
チ
ジ
ョ
ブ
ホ
ル
ダ
ー
」
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

雇
用
保
険
マ
ル
チ
ジ
ョ
ブ
ホ
ル

ダ
ー
制
度
は
、
複
数
の
事
業
所
で
勤

務
す
る
65
歳
以
上
の
労
働
者
が
、
そ

の
う
ち
２
つ
の
事
業
所
で
の
勤
務
を

合
計
し
て
、
適
用
要
件
を
満
た
す
場

合
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
出
を
行

う
こ
と
で
、
申
出
を
行
っ
た
日
か
ら

特
例
的
に
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

（
マ
ル
チ
高
年
齢
被
保
険
者
）
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
秋
田
労
働
局 

職
業
安
定
課 

☎
０
１
８
‐
８
８
３
‐
０
０
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
角

☎
23
‐
２
１
７
３

ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
募
集

■ 出張年金相談（鷹巣年金事務所）
相 談 日：12 月1 日水、8 日水、15 日水、
22 日水／相談場所：市役所第１・２会議
室／開設時間：9 時 30 分～12 時、13 時
～15 時30 分 ※相談日の１カ月前から前日
までに鷹巣年金事務所への予約が必要です。
基礎年金番号のわかる年金手帳や年金証
書をご準備の上、電話で予約してください。
問鷹巣年金事務所 お客様相談室
☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）
相談日：12 月 14 日火／相談場所：市役
所第３会議室 ／開設時間：13 時 30 分～
16 時 ※予約は不要です。
問生活環境課 コミュニティ推進班 ☎ 30-0202

■無料相続・登記相談（司法書士）
相談日：12 月 21日火／相談場所：交流
センター ／受付時間：13 時 30 分～ 15
時 30 分 ※前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

■ 無料弁護士相談（秋田弁護士会）
①相談日：12 月 9 日木／相談場所：交
流センター／開設時間：13 時 30 分～
16 時／担当：緑川 正樹弁護士
②相談日：12 月 23 日木／相談場所：
交流センター／開設時間：13 時 30 分
～ 16 時／担当：山口 謙治弁護士
※どちらも前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

路
線
バ
ス 

冬
休
み
特
別
運
賃

介
護
福
祉
士
就
学
資
金

貸
付
制
度

雇
用
保
険
マ
ル
チ
ジ
ョ
ブ
ホ

ル
ダ
ー
制
度
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魅
力
あ
ふ
れ
る
地
元
企
業
を
紹
介

支
え
る
人
も 

支
え
ら
れ
る
人
も 

笑
顔
に

鹿
角
の
企
業

鹿
角
の
企
業  

い
い
ね
！

い
い
ね
！

　
大
湯
地
区
を
中
心
と
し
た
方
々
の
要

望
に
よ
り
、
昭
和
58
年
に
「
わ
か
ば
保

育
園
」
を
開
い
た
こ
と
が
、
当
法
人
の

事
業
の
始
ま
り
で
す
。
設
立
当
初
か
ら
、

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
保

育
と
は
何
か
」
「
高
齢
者
が
安
心
し
て

年
を
重
ね
ら
れ
る
施
設
と
は
何
か
」
を

探
求
し
な
が
ら
地
域
の
方
々
を
笑
顔
に

で
き
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
士
や
介
護
を
受
け
る
方
、
保
育

士
や
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
能
力
、
障
が
い
、
認
知
の
状

態
を
尊
重
し
、
敬
意
を
も
っ
て
日
々
の

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

理
事
長 

村
木 

普ふ

輝き

誉よ

さ
ん

　
愛
生
会
は
、
介
護
や
保
育
、
障
が
い

な
ど
、
福
祉
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず

「
ふ
つ
う
に
暮
ら
す
こ
と
を
支
え
る
こ

と
」
を
目
標
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
利
用
者
の
方
や
そ
の
家
族

を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
職

員
が
笑
顔
に
」
を
合
言
葉
に
、
職
員
の

腰
痛
予
防
対
策
と
し
て
、
持
ち
上
げ
な

い
介
護
「
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
」

の
導
入
を
は
じ
め
、
新
職
員
へ
の
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
指
導
や
記
録
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
な
ど
、
職
員
が
ス
ト
レ
ス

な
く
業
務
に
あ
た
れ
る
よ
う
な
職
場
環

境
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

会社概要

代表からウチの会社のここがスゴイ！ウチの会社のここがスゴイ！

近藤 近藤 元元
げんげん

樹樹
きき

 さん さん

❖所在地　十和田大湯字湯ノ岱1-1
❖設立　昭和61年5月27日
❖代表者　村木 普輝誉
❖連絡先　☎37-3500
❖ホームページ　http://aiseikai.or.jp

理事長
村木 普輝誉さん

社
会
福
祉
法
人
　
愛
生
会

い
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
や
っ
と
自
由
に
外
出
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
渡
航
時
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。
実

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
世
界
で
も
有
数
の
温

泉
大
国
で
す
。
日
本
の
温
泉
と
違
う
の

は
、
全
て
混
浴
で
、
水
着
を
着
て
入
浴

す
る
こ
と
で
す
が
、
一
番
驚
い
た
の
は

お
湯
の
温
度
が
29
度
か
ら
36
度
と
ぬ
る

い
こ
と
で
す
。
少
し
物
足
り
な
く
感
じ

ま
し
た
が
、
代
わ
り
に
、
生
徒
と
ゆ
っ

く
り
会
話
し
な
が
ら
お
湯
に
浸
か
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
果
物
を

持
ち
込
ん
で
い
る
方
や
、
温
泉
の
中
で

体
操
を
し
て
い
る
方
も
い
て
、
と
て
も

外
国
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
温
泉
に
も
足
を
運
び
、
日
本

と
の
違
い
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
に
引
っ
越
し
て
、
1

年
が
経
ち
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
は
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
市
役
所
職
員
の
方
々
や

日
本
語
教
室
の
生
徒
に
親
切
に
し
て
い

た
だ
い
て
、
と
て
も
充
実
し
た
1
年
で

し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
も
だ
い
ぶ
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
手
助
け
無
し
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
日
本
語
教
室
は
9
月
か
ら
新
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
す
が
、
生
徒
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
、
新
し
く
22
人
の
方
が

受
講
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
は
60
人

で
楽
し
く
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
数
が
増
え
、
授
業
の
準
備
で

忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
日

本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
生
徒
の
姿

を
見
て
い
る
と
、
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
も
慣
れ
、
む

し
ろ
対
面
授
業
よ
り
、
便
利
な
面
も
感

じ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
学
で

は
授
業
の
形
式
を
選
べ
る
の
で
、
今
後

は
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
が
主
流
に
な
っ
て

ブログ公開中　https://my-sopron-life.blogspot.com/　ぜひご覧ください。

ハンガリーの温泉の様子

　
三
重
県
出
身
。
留
学
経
験
を
経
て
、
国
際
教
養
大
学
専
門
職
大
学
院

　
三
重
県
出
身
。
留
学
経
験
を
経
て
、
国
際
教
養
大
学
専
門
職
大
学
院

に
て
日
本
語
教
育
を
学
び
、
多
く
の
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

に
て
日
本
語
教
育
を
学
び
、
多
く
の
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
に
携
わ
る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

運
営
に
携
わ
る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第
11
代
日
本
語
語
学
指
導
員　
戸と
わ
き脇 

美み

む夢
さ
ん

ＭＹ�SOPRON�LIFEＭＹ�SOPRON�LIFE （私のショプロン生活）（私のショプロン生活）

　　

大大お
お
ひ
る
め
む
ち

お
お
ひ
る
め
む
ち

日
霊
貴

日
霊
貴
神
社
は
、
地
元
で
は
「
大
日

神
社
は
、
地
元
で
は
「
大
日

堂
」
「
大
日
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
、
ト
ン
ボ

堂
」
「
大
日
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
、
ト
ン
ボ

に
導
か
れ
て
長
者
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
の

に
導
か
れ
て
長
者
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
の

「
だ
ん
ぶ
り
長
者
」
の
娘
で
、
継
体
天
皇
の

「
だ
ん
ぶ
り
長
者
」
の
娘
で
、
継
体
天
皇
の

后
に
な
っ
た
「
吉
祥
姫
」
が
、
両
親
を
追
慕

后
に
な
っ
た
「
吉
祥
姫
」
が
、
両
親
を
追
慕

す
る
た
め
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
る
た
め
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
時
が
流
れ
、
神
社
は
荒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
時
が
流
れ
、
神
社
は
荒
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
養
老
二
年
（
西
暦
７
１
８
年
）
に
元

す
が
、
養
老
二
年
（
西
暦
７
１
８
年
）
に
元

正
天
皇
の

正
天
皇
の
勅勅ち

ょ
く
れ
い

ち
ょ
く
れ
い命命で
再
建
さ
れ
た
際
に
、
完
成

で
再
建
さ
れ
た
際
に
、
完
成

を
祝
う
式
典
で
都
の
楽
人
が
奉
納
し
た
舞
楽

を
祝
う
式
典
で
都
の
楽
人
が
奉
納
し
た
舞
楽

が
「
大
日
堂
舞
楽
」
の
起
源
と
伝
え
ら
れ
て

が
「
大
日
堂
舞
楽
」
の
起
源
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
１
３
０
０
年
も
の
間
、

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
１
３
０
０
年
も
の
間
、

八
幡
平
地
域
の
四
つ
の
集
落
（
大
里
・
小
豆

八
幡
平
地
域
の
四
つ
の
集
落
（
大
里
・
小
豆

沢
・
長
嶺
・
谷
内
）
の
人
々
に
よ
り
舞
楽
が

沢
・
長
嶺
・
谷
内
）
の
人
々
に
よ
り
舞
楽
が

伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
大
日
堂
舞
楽
は
、
地
元
で
は
「

　
大
日
堂
舞
楽
は
、
地
元
で
は
「
祭祭ザ

イ
ド
ウ

ザ
イ
ド
ウ堂堂
」
と
」
と

も
呼
ば
れ
、
正
月
２
日
の
大
日
霊
貴
神
社
の

も
呼
ば
れ
、
正
月
２
日
の
大
日
霊
貴
神
社
の

養
老
礼
祭
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。
能
衆
（
舞
楽

養
老
礼
祭
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。
能
衆
（
舞
楽

を
舞
う
方
々
）
は
、
約
一
カ
月
前
か
ら
四
つ

を
舞
う
方
々
）
は
、
約
一
カ
月
前
か
ら
四
つ

足
（
牛
や
豚
な
ど
）
を
食
べ
な
い
な
ど
の
精

足
（
牛
や
豚
な
ど
）
を
食
べ
な
い
な
ど
の
精

進
潔
斎
を
行
い
、
当
日
は

進
潔
斎
を
行
い
、
当
日
は
垢垢ここ

離離りり

を
取
り
、
夜

を
取
り
、
夜

明
け
に
行
列
を
組
み
、
各
集
落
か
ら
厳
寒
の

明
け
に
行
列
を
組
み
、
各
集
落
か
ら
厳
寒
の

雪
道
を
歩
い
て
大
日
堂
へ
向
か
い
ま
す
。
舞

雪
道
を
歩
い
て
大
日
堂
へ
向
か
い
ま
す
。
舞

　
市
民
全
員
が
ガ
イ
ド
と
し
て
、
鹿
角
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
市
内
外
に
発
信
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

市
内
観
光
名
所
や
歴
史
・
文
化
、
産
業
遺
産
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

は
「
は
「
権権ご

ん
ご
ん

現現げ
ん
げ
ん

舞
」
「
駒
舞
」
「

舞
」
「
駒
舞
」
「
烏烏うう

遍遍へ
ん
へ
ん

舞
」
「
鳥

舞
」
「
鳥

舞
」
「
五
大
尊
舞
」
「

舞
」
「
五
大
尊
舞
」
「
工工

こ
う
し
ょ
う

こ
う
し
ょ
う匠匠

舞
」
「
田
楽

舞
」
「
田
楽

舞
」
の
七
つ
の
本
舞
と
、
本
舞
の
前
に
舞
う

舞
」
の
七
つ
の
本
舞
と
、
本
舞
の
前
に
舞
う

「「
神神みみ

子子ここ

舞
」
、
「

舞
」
、
「
神神かか

名名なな

手手てて

舞
」
で
構
成
さ
れ
、

舞
」
で
構
成
さ
れ
、

笛
や
太
鼓
な
ど
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
舞
わ
れ

笛
や
太
鼓
な
ど
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
舞
わ
れ

ま
す
。
「
神
子
舞
」
と
「
神
名
手
舞
」
は
四

ま
す
。
「
神
子
舞
」
と
「
神
名
手
舞
」
は
四

集
落
共
通
で
す
が
、
本
舞
は
集
落
ご
と
に
分

集
落
共
通
で
す
が
、
本
舞
は
集
落
ご
と
に
分

担
が
あ
り
、
大
里
地
区
が
「
駒
舞
」
「
鳥

担
が
あ
り
、
大
里
地
区
が
「
駒
舞
」
「
鳥

舞
」
「
工
匠
舞
」
、
小
豆
沢
地
区
が
「
権
現

舞
」
「
工
匠
舞
」
、
小
豆
沢
地
区
が
「
権
現

舞
」
「
田
楽
舞
」
、
長
嶺
地
区
が
「
烏
遍

舞
」
「
田
楽
舞
」
、
長
嶺
地
区
が
「
烏
遍

舞
」
、
谷
内
地
区
が
「
五
大
尊
舞
」
を
伝
承

舞
」
、
谷
内
地
区
が
「
五
大
尊
舞
」
を
伝
承

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
所
作
な
ど
に
芸
能
の
古
風
さ
を
う
か
が
わ

　
所
作
な
ど
に
芸
能
の
古
風
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
こ
と
、
ま
た
地
域
独
自
に
変
化
し
た
諸

せ
る
こ
と
、
ま
た
地
域
独
自
に
変
化
し
た
諸

相
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
た
特
色
が
評
価
さ
れ
、

相
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
た
特
色
が
評
価
さ
れ
、

昭
和
昭
和
5151
年
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

年
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
平
成

定
さ
れ
、
平
成
2121
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
正
月
２

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
正
月
２

日
に
は
全
国
各
地
か
ら
参
拝
客
が
訪
れ
、
素

日
に
は
全
国
各
地
か
ら
参
拝
客
が
訪
れ
、
素

朴
な
が
ら
も
厳
か
な
神
事
を
見
守
り
ま
す
。

朴
な
が
ら
も
厳
か
な
神
事
を
見
守
り
ま
す
。

　
令
和

　
令
和
44
年
も
感
染
症
対
策
の
た
め
、
参
観

年
も
感
染
症
対
策
の
た
め
、
参
観

は
近
県
在
住
者
に
限
定
す
る
予
定
で
す
。

は
近
県
在
住
者
に
限
定
す
る
予
定
で
す
。

鹿
角
鹿
角
を
知知
る
・
伝伝
え
る

市
民
全
員
ガ
イ
ド
化
計
画

市
民
全
員
ガ
イ
ド
化
計
画

「
守
り
繋
げ
る
大
日
堂
舞
楽
」

「
守
り
繋
げ
る
大
日
堂
舞
楽
」

問 産業活力課 観光交流班 ☎ 30-0248、大湯ストーンサークル館 ☎ 37-3822

　小さい頃から高齢の方と接す　小さい頃から高齢の方と接す
ることが大好きで、日々の介護ることが大好きで、日々の介護
にやりがいを感じています。にやりがいを感じています。

　
新
斗
米
自
治
会
で
は
、
自
治
会
内
で

話
し
合
い
、
自
治
会
員
が
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
砕
石
を
敷
い
た
り
、
階
段

を
設
置
し
た
り
す
る
な
ど
、
墓
地
ま
で

の
参
道
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
整
備
し
た
参
道
を
活
用

し
て
自
治
会
で
流
し
そ
う
め
ん
を
行
っ

た
後
に
、
子
ど
も
た
ち
の
太
鼓
の
練
習

を
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
地
域
資
源
を
活
用
し
、
住
民
の
交
流

や
親
睦
を
深
め
る
取
り
組
み
に
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

新
斗
米
自
治
会
の
取
り
組
み

集落支援員活動事業報告

◉市役所

新斗米自治会
22 世帯
約 70 人

問 生活環境課 コミュニティ推進班 ☎ 30-0202

太
鼓
の
練
習

取
組
内
容

　
花
輪
地
区
の
「
新
斗
米
自
治
会
」
に

お
け
る
集
落
支
援
員
活
動
事
業
と
市
の

補
助
制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

新
斗
米
自
治
会
長
よ
り

◎
集
落
支
援
員
活
動
事
業

　
集
落
支
援
員
が
、
自
治
会
の
「
状
況
調

査
」
を
行
い
、
調
査
結
果
を
基
に
自
治
会

の
現
状
や
課
題
、
将
来
の
自
治
会
像
な
ど

に
つ
い
て
自
治
会
と
共
に
「
話
し
合
い
」

を
進
め
「
活
性
化
活
動
」
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

　
小
規
模
な
自
治
会
（
50
世
帯
未
満
）
を

中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
活
用
を
検
討

さ
れ
る
自
治
会
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
集
落
活
動
応
援
事
業
費
補
助
金
を
活

用
し
、
参
道
を
整
備
し
た
こ
と
で
自
治

会
内
の
交
流
が
増
え
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
い
た
時
に
は
、

帰
省
し
た
人
た
ち
も
含
め
、
交
流
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
強
い
絆

で
結
ば
れ
た
自
治
会
を
目
指
し
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

流
し
そ
う
め
ん
の
様
子



12 月の行事予定（在宅当番医）
カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17
時
～
20
時
、
土
曜
は
14
時
～
17
時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30
分
～
17
時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17
時
～
20
時
、
土
曜
は
14
時
～
17
時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30
分
～
17
時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday
1 2 3 4

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

鹿角中央病院
☎ 23-4131

三ヶ田医院
☎ 31-1231

長橋医院
☎ 23-7612

5 6 7 8 9 10 11

大里医院
☎ 22-1251

福永医院
☎ 35-3117

鹿角中央病院
☎ 23-4131

本田医院
☎ 35-3002

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

12 13 14 15 16 17 18

かづの厚生病院
☎ 23-2111

福永医院
☎ 35-3117

大里医院
☎ 22-1251

本田医院
☎ 35-3002

三ヶ田医院
☎ 31-1231

小坂町診療所
☎29-5500

いけがみクリニック
☎ 30-0111

19 20 21 22 23 24 25

長橋医院
☎ 23-7612

なかのクリニック
☎ 22-7335

本田医院
☎ 35-3002

鹿角中央病院
☎ 23-4131

大湯リハビリ病院
☎ 37-3511

福永医院
☎ 35-3117

小坂町診療所
☎29-5500

26 27 28 29 30 31

かづの厚生病院
☎ 23-2111

長橋医院
☎ 23-7612

三ヶ田医院
☎ 31-1231

なかのクリニック
☎ 22-7335

小坂町診療所
☎29-5500

大里医院
☎ 22-1251

人口と世帯（令和 3年 10月末現在）

男性：13,878 人
合計：29,263 人

（12,771 世帯）
女性：15,385 人

問 問 花輪図書館（コモッセ内） ☎23花輪図書館（コモッセ内） ☎23－－44714471
　　　　　   十和田図書館 ☎35　　　　　   十和田図書館 ☎35－－32393239

○大湯①コース
　2日木・16日木
○大湯②コース
　3日金・17日金
○八幡平コース
　7 日火・21 日火
○花輪コース
　9日木・23日木
○尾去沢コース
　10日金・24日金
○毛馬内コース
　14日火

「あおぞらぶっく号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫

※在宅当番医は
変更になる場合
が あ り ま す の
で、事前に電話
または市ホーム
ページでご確認
ください。

　
灯
油
の
流
出
は
、
火
災
発
生
の
危
険
性

が
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
周
囲
へ
の
臭

気
や
土
壌
汚
染
、
河
川
に
流
出
し
た
場
合

は
水
道
水
の
断
水
な
ど
の
事
態
に
発
展
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
灯
油
の
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

冬
を
迎
え
る
前
に

　
毎
年
、
暖
房
機
器
の
使
い
始
め
に
、
機

器
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
整
備
不
良
な
ど
に

よ
る
灯
油
の
流
出
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
寒
さ
を
迎
え
る
前
に
、
暖
房
機

器
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

点
検
は
定
期
的
に

　
灯
油
の
残
量
を
常
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

灯
油
の
減
り
が
異
常
に
早
い
と
き
は
、
灯

油
の
流
出
が
疑
わ
れ
ま
す
。
タ
ン
ク
や
配

管
、
ス
ト
レ
ー
ナ
バ
ル
ブ
、
水
抜
き
栓
な

ど
に
破
損
が
な
い
か
、
定
期
的
な
点
検
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
へ
灯

油
を
移
し
替
え
る
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ

た
り
、
目
を
離
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を

し
っ
か
り
閉
め
、
配
管
な
ど
か
ら
漏
れ
る

の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

雪
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
雪
の
際
の
接
触

な
ど
で
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
が
破
損
し
た
り
、

送
油
配
管
が
外
れ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
雪
囲
い
を
す
る
か
、
目
印
を
付
け

る
な
ど
し
て
、
タ
ン
ク
や
配
管
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

シル
バーリハビリ体操シル
バーリハビリ体操

住民
主体型

介護予防　みんなで広めよう

　道具を使わず、いつでも、どこでも、ひと
りでもできる介護予防体操・シルバーリハビ
リ体操を紹介します。

問 あんしん長寿課 介護予防班 ☎ 30-0103

モ
デ
ル
： 

高
橋 

睦
子
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

2
級
指
導
士
）

手
順

●
足
を
肩
幅
に
開
い
て
、
膝

を
軽
く
曲
げ
ま
す
。

●
両
手
を
組
み
、
手
を
前
に

伸
ば
し
ま
す
。

●
か
か
と
に
座
り
込
む
よ
う

に
、
ゆ
っ
く
り
腰
を
下
ろ

し
て
い
き
ま
す
。

●
無
理
な
く
で
き
る
と
こ
ろ

ま
で
し
ゃ
が
み
込
ん
だ
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
り

ま
す
。

足
の
力
を
強
く
す
る
体
操

し
ゃ
が
み
込
み

※マスクと水分補給用の飲み物をご準備ください。体調が悪い
場合は参加をお控えください。

今月のシルリハ体操教室
❖時間　13時30分～14時30分

日にち 場所
2 日木、15 日水 福祉保健センター
3 日金、17 日金 大湯温泉保養センター 湯都里
6 日🈷、16 日木 尾去沢市民センター
9 日木、23 日木 八幡平市民センター

14 日火、28 日火 十和田市民センター

■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

■無料総合相談

■無料相続・登記相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
湯都里

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター

ECO ＆ LIFE 問問 生活環境課 環境推進班  ☎ 30-0224 生活環境課 環境推進班  ☎ 30-0224
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　日本は山や海に囲ま
れ、四季に恵まれた国
です。一方、毎年のよ
うに地震や台風などの
自然災害が起きていま
す。自然災害の知識と
対策法を学べる一冊。

（花輪）

　子どもの素朴な疑問
を「からだ」「こころ」

「しぜん」「せいかつ」
「しゃかい」の５つに
分け、科学者である著
者がわかりやすく解説
し、子どもの「なぜ？」
に迫ります。（花輪）

　 コ ー ヒ ー と 貧 困、
コーヒーと気候変動な
ど、経済・開発援助・
コーヒーのそれぞれの
専門家が、コーヒーを
通 し て SDGs を 紐 解
きます。（十和田）

　ぬいぐるみを愛する
すべての人に贈る、ぬ
いぐるみの「ぷく」と
持ち主の「モモちゃん」
の、やさしさあふれる
おはなしです。（十和
田）

図解 身近にあふれる「自然災害」が 3 時間でわ
かる本
左巻 健男　著（明日香出版社）

なぜ、穴を見つけるとのぞきたくなるの？
子どもの質問に学者が本気でこたえてみた。
石川 幹人　著（朝日新聞出版社）

コーヒーで読み解く SDGs
José 川島 良彰、池本 幸生、山下 加夏　著 ( ポ
プラ社 )

おもちゃびょういん
木島 誠悟　著 ( 白泉社 )

掃除の合間にひといき。今月の新刊。今月の新刊。

市議会 12 月定例会　問 議会事務局 ☎ 30-0280
▶日程　11 月 29 日🈷本会議（開会）、12 月 8 日水・
9 日木一般質問、12 月 10 日金・13 日🈷常任委員
会、12 月 17 日金本会議（閉会）　
※都合により変更になる場合があります。

●しゃがみ込む時に、かかとが
浮かないようにしましょう。

ここがポイントここがポイント

体操を動画で見ることができます。
市ホームページはこちら

■シルリハ体操教室
湯都里

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター

●手は下に下げずに、顔は正面
を向いたまま行いましょう。

通気管 油量計 給油口

送油口・水抜き栓・
ストレーナバルブ

■骨密度測定会
■ナトカリ比測定会
八幡平市民センター
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